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「森英恵　ファッション・デザイナー　
“ハナエ・モリ”ビルのショーウインドー　〈肖像の風景〉より」

奈良原一高  作
1984（昭和59）年　ゼラチン・シルヴァー・プリント　島根県立美術館蔵

「受贈記念　奈良原一高　肖像の風景」展
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「すべてマヌカン？」一瞬そう見紛うようなショーケースのな
かで、世界を代表するファッション・デザイナー森英恵（1926-）
自身がポーズをとっています。島根県六日市町に生まれた森
は、戦後自分や家族の服を作ろうと洋裁をはじめ、伝説の洋
裁店「ひよしや」を創業しました。やがてアメリカに進出し、日
本の伝統美を大胆にファッションのなかに取り込み「EAST 
MEETS WEST」と絶賛されます。パリでは東洋初のクチュリエ
となり、厳しいオートクチュールの世界で大輪の華を咲かせま
した。

この写真を撮影したのは、奈良原一高（1931-）。松江高校の卒
業生であり、初個展「人間の土地」(1956)によって戦後日本の写
真表現を塗り替えるほどの衝撃を与えました。その後、ヨーロッ

パやアメリカに滞在し、質の高い作品群を生み出して国際的な
評価を受けている写真家です。この作品は、日本の各界の第一
人者30名を特集する「新潮45+」のグラビア「ザ・リーダー」の一
環として撮影され、写真集『肖像の風景』に纏められた内の1点
です。島根県立美術館では、このシリーズ全161点のご寄贈を受
け、お披露目展を開催いたします。

この二人の出会いは早く、「ひよしや」でスタートした森英恵
を、写真家になったばかりの奈良原が撮影したのが1959年。国
際的な舞台をしなやかに生き抜く姿勢、制作に対する真摯さと
独創性など、共通点の多い島根ゆかりのアーチストの、長年に
わたる交流に支えられた息の合ったコラボレーションをお楽し
みください。� （島根県立美術館　主席学芸員　蔦谷典子）
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表紙作品解説

　去る平成29年11月30日、サンラポーむらくもにおいて、第６回島根県教職員退職互助代表者会が開催されました。
　今回の会議では、互助会事務局から互助会の今年度上半期の運営状況と、平成29年度の加入状況などを報告す
るとともに、来年度以降の厚生事業についてのご意見をいただきました。
　会議では、人間ドック補助金の募集方法に対するご意見や、地区会への助成、ライフプラン助成事業の助成対
象や金額へのご要望など、たいへん活発に協議していただきました。これらのご意見は、今後の事業運営の参考
にさせていただきたいと思います。

２月、３月、４月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

　平成30年1月21日(日)から、山陰合同銀行において次の店舗の見直しがなされました。		
　このため、これらの店舗の口座を医療補助金等の給付金等受領口座に指定されている方については、口座変更
の手続きが必要となりますが、当会において、山陰合同銀行に確認のうえ変更処理を行いますので、ご承知くだ
さい。（該当会員からの手続きは不要です）		

＜注　意＞ 締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。		
請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いません。その場合は、事務
局から担当の支局へ転送し、支局への到着日が書類受理日となります。		

第６回　島根県教職員退職互助代表者会の開催について

医療補助金等の送金スケジュールについて

山陰合同銀行の店舗見直しに伴う給付金口座の変更手続きについて

現・店舗名　 新・店舗名
横田支店　　　（店番020） 横田出張所　（店番020）

西益田出張所　（店番050） 西益田代理店（店番050）

石見今市代理店（店番257） 金城代理店　(店番276)

田儀代理店　　（店番268） 江南出張所　（店番031）

締切日　
毎月20日17:15まで（土・日・祝日の場合は前日）

送金日　　
毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

平成30年2月20日(火) 平成30年3月26日(月)

平成30年3月20日(火) 平成30年4月26日(木)

平成30年4月20日(金) 平成30年5月28日(月)
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りよだ会区地

退
職
し
て
ほ
ど
な
く
自
治
会
の
世
話
役
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
の
潤
い
に
な
れ
ば

と
彼
岸
花
の
植
栽
を
事
業
の
一
つ
に
加
え
、
以

来
十
年
あ
ま
り
、
地
区
内
の
農
道
脇
に
球
根
の

植
栽
活
動
を
続
け
て
い
る
。

稲
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
秋
の
彼
岸
の
頃
に

な
る
と
、
気
付
か
ぬ
内
に
草
の
中
か
ら
一
斉
に

丈
を
伸
ば
し
て
真
赤
に
咲
き
誇
り
、
や
が
て
一

週
間
あ
ま
り
で
姿
を
消
す
こ
の
花
に
、
私
は
郷

愁
と
神
秘
さ
を
感
じ
て
い
る
。

加
齢
と
共
に
病
院
通
い
が
多
く
な
っ
た
。
二

年
前
、
人
間
ド
ッ
ク
で
再
検
査
と
な
り
病
院
の

待
合
室
で
結
果
の
説
明
を
待
っ
て
い
る
時
、
何

気
な
く
棚
の
園
芸
雑
誌
を
手
に
取
っ
て
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
い
る
と
、「
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ
ミ
ズ

の
不
思
議
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
目
が
留
ま
っ

た
。
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ
ミ
ズ
と
は
彼
岸
花
の
こ
と
で

あ
る
。

読
ん
で
み
る
と
、
今
ま
で
私
が
こ
の
花
に
抱

い
て
い
た
神
秘
さ
の
謎
が
解
か
れ
た
よ
う
に

感
じ
た
。

こ
こ
に
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
私
の
思
い

を
添
え
、
こ
の
花
の
不
思
議
な
魅
力
を
紹
介
し

て
み
た
い
と
思
う
。

彼
岸
花
は
そ
の
花
の
美
し
さ
か
ら
、
め
で
た

い
こ
と
が
起
き
る
兆
し
の
「
天
空
に
咲
く
赤
い

花
」
と
い
う
意
味
の
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
（
曼
珠

沙
華
）
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
一
方
で
、
ユ
ウ

レ
イ
バ
ナ
、キ
ツ
ネ
バ
ナ
、カ
ジ
バ
ナ
と
い
っ
た

薄
気
味
悪
い
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

実
は
こ
の
花
は
救
荒
植
物
と
し
て
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
学
名
（
リ
コ
リ

ス
）
に
由
来
す
る
「
リ
コ
リ
ン
」
と
い
う
有
毒

物
質
を
含
ん
で
い
る
。
名
前
は
か
わ
い
い
が
、

人
や
動
物
が
球
根
や
葉
を
口
に
す
る
と
中
毒

症
状
を
起
す
こ
と
が
あ
る
と
か
。（
ご
承
知
の

よ
う
に
、
水
仙
に
も
リ
コ
リ
ン
は
含
ま
れ
て
い

て
、
過
っ
て
葉
を
食
べ
て
中
毒
症
状
を
起
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る

こ
と
が
時
々
あ
る
）。

し
か
し
、
球
根
は
砕
い
て
よ
く
水

に
さ
ら
す
こ
と
で
、
そ
の
デ
ン
プ
ン

を
食
用
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
ら

し
い
。

子
供
の
頃
、
こ
の
花
を
折
り
取
っ

た
り
す
る
と
大
人
か
ら
叱
ら
れ
た

も
の
だ
。
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
昔
の
人
達
は
そ
れ
を
知
っ

て
い
て
、
飢
饉
の
際
の
備
え
と
す
る
た
め
、
普

段
は
人
々
が
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に
と
、
謎
め

い
た
言
い
伝
え
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

田
ん
ぼ
の
そ
ば
に
植
え
る
の
は
、
毒
を
持
っ

た
こ
の
花
を
嫌
い
、
モ
グ
ラ
な
ど
が
畦
に
穴
を

あ
け
漏
水
や
境
界
が
荒
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
土
葬
の
時
代
で
あ
っ
た
昔
は
墓
地
が

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
動
物
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
こ
の
花
を
周
り
に
植
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

カ
ジ
バ
ナ
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
燃
え
る
よ
う

な
赤
い
こ
の
花
を
切
り
取
っ
て
持
ち
帰
る
と

家
が
火
事
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
花
を
大
切

に
す
る
た
め
の
戒
め
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

今
で
は
、
里
山
の
秋
の
風
物
史
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
の
花
で
あ
る
が
、
美
し
い
花
と

そ
の
特
性
を
知
っ
た
人
々
と
の
共
生
の
歴
史

が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

十
月
中
旬
に
な
る
と
、
細
く
分
厚
い
緑
の
葉

が
芽
吹
き
は
じ
め
、
や
が
て
周
り
の
雑
草
が
枯

れ
た
初
冬
、
艶
の
あ
る
濃
緑
の
葉
の
固
ま
り
が

ボ
ー
ル
状
と
な
っ
て
出

現
す
る
。
毒
を
有
す
る

葉
は
他
の
動
物
等
に
食

害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

冬
の
陽
を
一
人
占
め
に

し
て
、花
芽
を
宿
し
、球

根
を
増
や
し
て
他
の
草

花
が
芽
を
出
す
春
に
は

枯
れ
て
姿
を
消
す
。
花

と
葉
は
互
い
を
見
る
こ

と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
を
続
け
、
そ
れ
で
い

て
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
種
の
繁
栄
に
尽
く
し

て
い
る
。

ま
さ
に
、「
葉
見
ず
花
見
ず
（
ハ
ミ
ズ
ハ
ナ

ミ
ズ
）」
で
生
き
て
き
た
花
な
の
で
あ
る
。

何
か
、
人
の
い
と
な
み
と
も
通
じ
る
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
し
い
年
が
始
ま
っ
た
。
昨
秋
、
道

行
く
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
農
道
脇
の

真
赤
な
花
列
も
、
今
は
緑
の
群
落
と
な
っ
て
、

寒
風
の
中
で
懸
命
に
命
を
つ
な
ご
う
と
し
て

い
る
。

こ
の
花
を
知
り
、
そ
れ
に
思
い
を
寄
せ
た

時
、
私
も
少
し
ば
か
り
元
気
を
も
ら
え
た
よ
う

に
思
え
る
。

病
院
で
の
再
検
査
の
結
果
は
、
手
術
、
十
日

あ
ま
り
の
入
院
生
活
と
な
り
、
退
院
後
数
カ
月

間
は
静
養
を
し
て
い
た
が
、
今
は
お
陰
さ
ま
で

普
段
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
、
何
か

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
地
域
の
お
役
に
た
て

れ
ば
と
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

彼
岸
花
の
植
栽
も
も
う
少
し
続
け
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

「
彼
岸
花
」
考退

職
互
助
益
田
・
鹿
足
地
区
会
　
会
長
　
林
　
克

典
秋の農道風景

初冬の葉の群落
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益
田
圏
域
の
会
員
数
は
年
々
減
少
し
て

い
る
た
め
、
平
成
二
六
年
度
よ
り
益
田
地
区

会
と
鹿
足
地
区
会
が
統
合
し
、
益
田
・
鹿
足

地
区
会
と
し
て
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
趣

味
の
会
等
の
事
業
は
そ
れ
以
前
か
ら
合
同

で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
引
き
続
い
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　
当
地
区
会
の
主
な
行
事
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

四
月
…
三
役
会
・
役
員
会

五
月
…
代
表
者
会

六
月
…
役
員
会
・
総
会
準
備

七
月
…
総
会
・
会
員
の
集
い

◎�

趣
味
の
会

・
釣
り
…
年
３
回
の
大
会
と
泊
を
伴
っ
た
釣

り
旅
行
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
盆
栽
…
園
芸
…
隔
年
で
行
い
、
益
田
翔
陽

高
校
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
囲
碁
…
年
間
五
回
集
い
、
碁
力
向
上
と
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

・
山
城
見
学
…
無
名
の
山
城
を
訪
れ
、
帰
り

に
は
温
泉
や
昼
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
…
月
二
回
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
。
延
べ
三
〇
〇
人
余
り
の
方
が
参
加
し

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・
謡
曲
…
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
月
二
回

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

・
料
理
講
習
会
…
益
田
会
場
、
鹿
足
会
場
で

そ
れ
ぞ
れ
行
い
、地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
食
し
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
厚
生
旅
行
…
昨
年
度
は
福
岡
・
大
分
の
歴

史
と
味
覚
を
探
訪
す
る
旅
、
今
年
度
は
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
『
神
宿
る
島
』
宗

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
を
探
訪
す
る

旅
を
行
い
ま
し
た
。

・
芸
術
鑑
賞
（
補
助
）
…
島
根
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
行
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

総
会
（
会
員
の

集
い
）
時
に
は
、三

年
に
一
回
外
部
講

師
を
お
招
き
し
て
、

講
演
会
を
実
施
す

る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。他
の
年
度
に

は
、講
師
を
会
員
の

中
か
ら
お
願
い
し
、

得
意
と
す
る
分
野

の
発
表
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、
今
年
度
よ
り
、

会
員
の
集
い
時
の

食
事
を
楽
し
ま
れ

て
い
る
折
に
、趣
味

の
会
の
活
動
状
況

を
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
皆
さ
ん
に
披
露
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
厚
生
旅
行

の
発
表
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
笑
い
を
誘
い

な
が
ら
楽
し
か
っ
た
旅
行
の
様
子
を
伝
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
講
演
も
趣
味

の
会
の
発
表
も
と
て
も
好
評
で
し
た
。

他
の
地
区
会
同
様
、
益
田
・
鹿
足
地
区
会

も
会
員
の
減
少
お
よ
び
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
趣
味
の
会
の
数
も
次
第
に
減
り
つ

つ
あ
る
の
で
、
新
入
会
員
が
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
趣
味
の
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

りよだ会区地

地
区
会
活
動
退
職
互
助
益
田
・
鹿
足
地
区
会

常
任
幹
事
　
中

島

英

二

「
吉
賀
町
散
策
」

退
職
互
助
益
田
・
鹿
足
地
区
会

副
会
長
　
永

安

恵

治

退
職
し
て
い
つ
の
間
に
か
八
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
現
職
の
頃
に
は
出
来
な
か
っ
た

好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
毎
日
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
町

の
文
化
財
審
議
委
員
と
し
て
地
域
の
歴
史

文
化
財
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
通
し
て
、
吉
賀
町
に
対
す
る
愛

着
が
更
に
増
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

島
根
県
の
西
南
端
に
位
置
す
る
吉
賀
町

は
、
江
戸
時
代
に
山
陰
と
山
陽
と
を
結
ぶ

参
勤
交
替
道
の
通
過
点
の
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
町
内
に
は
紹
介
し
た
い
名
所
旧

跡
が
色
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
二
つ

を
紹
介
し
ま
す
。

蔵
木
の
一
本
杉

日
本
海
に
注
ぐ
高
津
川
の
源
流
と
し
て

の
大
蛇
ヶ
池
は
年
中
絶
え
る
こ
と
な
く
湧

水
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
一
〇
九

箇
所
あ
る
一
級
河
川
の
な
か
で
流
域
に
ダ

ム
が
な
く
、
源
流
の
特
定
で
き
る
河
川
は

珍
し
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
高
津
川
は
清

流
日
本
一
の
栄
誉
に
平
成
二
二
、
二
三
、

二
四
、
二
五
年
と
四
年
連
続
で
輝
き
ま
し

た
。
上
流
部
に
は
絶
滅
危
惧
種
第
一
類
に

属
す
る
ヒ
メ
バ
イ
カ
モ
が
繁
茂
し
て
い
ま

す
。
ヒ
メ
バ
イ
カ
モ
は
流
れ
の
速
い
清
流

に
だ
け
に
植
生
す
る
水
生
植
物
で
す
。

大
蛇
ヶ
池
の
傍
に
は
水
源
会
館
が
あ

り
、
町
内
遺
跡
か
ら
の
発
掘
物
、
民
具
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
井
谷
の
棚
田

柿
木
村
大
井
谷
は
戸
数
二
十
軒
足
ら
ず

の
小
集
落
で
す
。
山
の
斜
面
に
開
け
た
棚

田
は
室
町
時
代
か
ら
次
々
と
開
墾
さ
れ
往

時
は
千
枚
を
数
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
現
在

は
お
よ
そ
六
百
枚
と
な
り
こ
れ
を
維
持
保

存
す
る
た
め
に
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
、

ト
ラ
ス
ト
制
度
を
と
り
い
れ
近
隣
県
か
ら

の
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
春
の
田
植

え
、
秋
の
刈
入
れ
シ
ー
ズ
ン
の
風
景
は
す

ば
ら
し
く
、
日
本
の
棚
田
百
選
の
一
つ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
棚
田
の
上
端
部
に
は
江

戸
時
代
に
水
飢
饉
の
際
、
分
け
あ
っ
て
呑

ん
だ
と
い
う
「
助
け
は
ん
ど
う
」
が
あ
り

ま
す
。

総会にて会員の集いにて

大井谷の棚田

一本杉と大蛇ヶ池
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11月12日（日）に、浜田市の石央文化ホール大ホー
ルにおいて、しまね教育の日関連事業として島根県
教育委員会と共催で「平成29年度文化講演会」を開
催しました。当日は700人を超える聴講者が来場され
ました。

講師は、昨年に引き続き長野県諏訪中央病院の名
誉院長の鎌田實氏（医師、作家）をお迎えしました。

映像と音楽を使い、医療のこと、人生のことなど先
生の経験に基づくお話をしていただきました。最後
には、聴講者と一緒に鎌田式スクワットを行い、健康
へのアピールをされました。

来年度の文化講演会は、県東部での開催を予定し
ています。

平成29年度

文化講演会

加入時の拠出金・各種給付金と確定申告について

●退職互助事業加入時に納入した拠出金
拠出金は、確定申告時の「生命保険料控除」及び「社会保険料控除」の対象にはなりません。

●医療補助金及び入院見舞金
医療費控除の対象となる金額は、その年に支払った医療費の全額ではなく、次の式で計算した金額
です。

　上記の式からもわかるように、窓口で支払った医療費の全額が、互助会か

らの医療補助金・入院見舞金により補てんされる場合は、医療費控除の対象

額はないことになります。

　なお、窓口で支払った医療費のうち、健康保険適用外（互助会の医療補助

金の給付対象外）で、医療費控除の対象になる「医療費」として認められる場合もありますので、税務署

にお尋ねください。

1年間（1月～12

月）で支払った医

療費の総額

保険金などで補

てんされる金額

＊互助会の医療

補助金・入院見舞

金は該当します。

10万円（所得の

合計金額が200

万円までの人は、

所得の合計金額

の5%）

医療費控除の対

象となる金額

（最高200万円）

— — —



          

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【確定申告が必要な方】 

◇平成 29 年中に退職された方へ 

平成 29 年中に退職され再就職されていない方は、年末調整がされていませんので、確定申告を   

行うことにより所得税が還付される場合があります。 

◇公的年金等を受給されている方へ 

平成 29 年中に受け取った公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円を超える方 

なお、公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下の方でも、公的年金等以外の所得金額が 

20 万円を超える方は、確定申告書の提出が必要です。 

退職された方や、年金所得のある方でも、 

確定申告が必要となる場合があります。 
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八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展
示
学
習
館
か
ら

北
東
を
望
む
と
、
ま
ず
古
墳
時
代
の
竪
穴
建
物

と
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
が
目
に
と
ま
り
、

そ
の
向
こ
う
に
岡
田
山
古
墳
群
、
そ
し
て
背
景

に
は
出
雲
国
風
土
記
に
「
神か
む

名な

樋び

野ぬ

（
神
が
こ

も
る
山
） 

」
と
記
さ
れ
た
神
聖
な
山
（
茶
臼
山
）

が
見
え
ま
す
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
歴

史
的
景
観
を
一
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
景
観

で
、
季
節
ご
と
の
移
ろ
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
風
景
の
中
央
に
み
え
る
岡
田
山
一
号

墳
は
、
県
外
か
ら
風
土
記
の
丘
へ
訪
れ
る
人
の

多
く
が
見
学
さ
れ
る
の
で
す
が
、
県
内
の
方
が

あ
ま
り
見
学
さ
れ
な
い
の
は
残
念
で
す
。
古
墳

は
全
長
二
十
一
．
五
ｍ
の
小
規
模
な
前
方
後
方

墳
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
県
外
の
方
が
多
く

訪
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ
の
古
墳
か

ら
出
土
し
た
鉄
製
大
刀
に
「
額
田
部
臣
」
と
い

う
人
物
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

石
棺
を
掘
り
当
て
る
　

鉄
刀
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
百
年
以

上
前
の
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
四
月
十
二
日

の
こ
と
。
四
月
十
五
日
付
「
山
陰
新
聞
」
に
は
、

夢
の
お
告
げ
に
よ
り
松
林
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、

石
棺
を
掘
り
当
て
、
多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し

た
と
あ
り
ま
す
。
二
年
後
に
京
都
大
学
の
梅
原

末
治
氏
が
現
地
調
査
、
石
室
・
石
棺
の
図
面
と

と
も
に
副
葬
品
（
鏡
・
大
刀
・
刀と
う

子す

・
金
銅
丸

玉
・
銀
環
・
馬
具
・
須す

恵え

器き

）
の
出
土
状
況
が

報
告
さ
れ
（『
中
央
史
壇
』
一
九
二
三
年
）、
貴

重
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
副
葬
品
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
六
所
神
社
に
奉
納
、
一
九
五
九
（
昭
和
三

四
）
年
か
ら
島
根
県
立
博
物
館
で
寄
託
・
展
示

さ
れ
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
は
「
岡

田
山
古
墳
出
土
品
」
と
し
て
島
根
県
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
破
壊
の
危
機
　

と
こ
ろ
が
、一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
民

間
の
宅
地
開
発
計
画
に
よ
り
、
岡
田
山
の
樹
木

が
伐
採
さ
れ
て
墳
丘
が
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
三
十
年
代
は
全
国
的
に
大
規
模
開
発

が
推
進
さ
れ
て
い
る
時
期
で
、
松
江
市
金き
ん

崎ざ
き

古

填
群
は
国
史
跡
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
六
三
年
に
宅
地
造
成
に
よ
り
一
部

破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
ま
で
発
生
し

た
の
で
す
。
そ
こ
で
島
根
大
学
の
学
生
を

中
心
に
岡
田
山
の
墳
丘
測
量
が
行
わ
れ
、

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
二
月
十
一
日

に
松
江
考
古
学
談
話
会
と
島
根
大
学
考

古
学
研
究
会
か
ら
島
根
県
と
松
江
市
に

対
し
て
保
存
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
時
は
古
墳
破
壊
の
危
機
に
あ
っ
た

も
の
の
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
翌
年
に
は
松
江
市
に
よ
り
公

有
地
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
文
化
財
保
護
委
員
会
（
現
在
は

文
化
庁
）
で
も
、
列
島
の
大
開
発
に
伴
う
文
化

財
破
壊
を
憂
い
、
遺
跡
を
広
域
的
に
保
護
し
、

整
備
・
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
六

六
（
昭
和
四
一
）
年
に
「
風
土
記
の
丘
設
置
構

想
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、松

江
市
と
島
根
県
で
は
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）

年
か
ら
松
江
市
南
郊
の
大
庭
・
竹
矢
地
区
を
対

象
と
し
て
事
業
に
着
手
し
、
出
雲
国
庁
跡
・
出

雲
国
分
寺
跡
の
調
査
・
買
上
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

銘
文
の
発
見
　

史
跡
の
保
護
・
活
用
セ
ン
タ
ー
と
し
て
岡
田
山

古
填
群
の
あ
る
丘
陵
と
台
地
が
選
定
さ
れ
、一
九

七
二
（
昭
和
四
七
）
年
九
月
九
日
に
八
雲
立
つ
風

土
記
の
丘
が
オ
ー
プ
ン
し
、出
土
品
も
展
示
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。発
見
か
ら
七
十
年
以
上

も
経
つ
の
で
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
度
か

ら
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
で
保
存
処
理
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
び
た
鉄
刀
に
Ｘ
線

を
照
射
し
た
と
こ
ろ
、「
額
田
部
臣
」
と
い
う
人

物
名
を
ふ
く
む
十
数
文
字
が
出
現
し
た
の
で
す
。

額
田
部
臣
は
、額
田
部
と
呼
ば
れ
た
人
々
（
部べ

民み
ん

）
の
集
団
を
と
り
ま
と
め
、
臣お
み

と
い
う
称
号
が

与
え
ら
れ
た
額
田
部
の
リ
ー
ダ
ー
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
従
来
、
○
○
部
や
連
む
ら
じ・
君き
み
・
臣お
み

な
ど
と

称
す
る
史
料
は
、八
世
紀
以
降
の
も
の
し
か
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
六
世
紀
後
半
の
築

造
と
み
ら
れ
る
岡
田
山
一
号
墳
か
ら
出
土
し
た

鉄
刀
の
銘
文
は
、六
世
紀
代
に
額
田
部
氏
と
い
う

氏う
じ

の
存
在
と
臣
と
い
う
姓
か
ば
ね
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。
こ
の
発
見
が
格
別
の

注
目
を
集
め
た
の
は
、ヤ
マ
ト
王
権
の
支
配
制
度

で
あ
る
「
部べ

民み
ん

制せ
い

」「
氏し

姓せ
い

制せ
い

」
の
成
立
時
期
を

考
え
る
う
え
に
動
か
し
が
た
い
根
本
史
料
と
み

ら
れ
る
点
に
あ
り
ま
す
。

額
田
部
は
、
額
田
部
皇
女
（
初
の
女
帝
と
な

る
後
の
推
古
天
皇
）
養
育
の
部
民
と
さ
れ
、
岡

田
山
銘
文
「
額
田
部
臣
」
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
内

で
の
一
定
の
政
治
的
地
位
を
示
す
カ
バ
ネ
臣お
み

を
称
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
全
国
の
多
く
の
方
が
足
を
運
ぶ
の
か
、そ

れ
は
ヤ
マ
ト
と
出
雲
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の

支
配
関
係
を
解
明
す
る
う
え
で
、古
代
史
研
究
に

大
き
な
意
義
を
持
つ
の
が
岡
田
山
一
号
墳
で
あ

る
こ
と
か
ら
で
す
。
こ
の
古
墳
は
、
先
人
の
努
力

の
お
か
げ
で
保
存
さ
れ
た
こ
と
か
ら
石
室
に
入

っ
て
石
棺
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
展
示
学
習
館
に

は
銘
文
入
り
大
刀
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬
品（
重

要
文
化
財
）が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
所
に
あ
る
実
は
有
名
な
遺
跡
に
、一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

八雲立つ風土記の丘展示学習館から見た風景
（竪穴建物・掘立柱建物・岡田山1号墳・茶臼山）

茶臼山
↓

岡
田
山
一
号
墳

　
　
↓

岡田山1号墳から出土した
銘文入大刀（重要文化財）

岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
の
図
解

「
額ぬ
か
田た

部べ
の
臣お
み
」
銘
文
発
見
の
物
語
り

—

こ
ん
な
に
凄
い
岡
田
山
一
号
墳—

島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
　
所
長
　
松
本
岩
雄

古
代
史窓

古
代
史窓
の
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新
し
い
年
が
明
け

ま
し
た
。
な
ぜ
か
今
ま

で
と
違
う
気
が
し
て
、

不
思
議
で
す
。

先
日
、
新
し
い
催
し

を
実
施
し
ま
し
た
。
高

齢
者
や
子
供
た
ち
・
お
母
さ
ん
た
ち

と
関
わ
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
時
、

心
に
留
ま
る
も
の
を
得
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。「
戊
戌
」
に
ち
な

ん
で
、何
か
を
蓄
え
る
年
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

表
紙
は
、
国
際
的
に
有
名
な
島

根
出
身
の
お
二
人
が
関
わ
っ
た

「
肖
像
の
風
景
」
写
真
の
一
つ
で

す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
の
華

や
か
さ
が
見
て
き
ま
す
。

さ
て
、
新
年
の
地
区
会
か
ら
の
ご

寄
稿
は
、
益
田
・
鹿
足
の
皆
さ
ん
で

す
。
曼
珠
沙
華
と
史
跡
に
ま
つ
わ
る

も
の
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
感
じ
る
も
の
も
、
ひ
と
た

び
立
ち
止
ま
る
と
、
奥
は
深
い
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
画
的
に
も
素

敵
な
風
景
が
想
像
で
き
、
心
が
自
由

に
な
る
感
が
あ
り
ま
し
た
。

時
間
の
使
い
方
が
、
自
分
に
任

せ
ら
れ
て
い
る
私
に
、
何
を
す

る
？
何
が
で
き
る
？
と
問
い
か
け

て
く
れ
ま
す
。

地
区
会
活
動
も
至
る
所
に
工
夫

が
し
て
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
岡
田
山
一
号
墳
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
人
が
、
足
を
運
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
文
を
読

ん
で
訪
れ
る
と
な
お
一
層
、
感
慨

深
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

互
助
会
か
ら
は
、
年
度
末
の
大

切
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
再

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
も
、
穏
や
か
な
、
幸
の
多
い

年
で
あ
る
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。（岡

）

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。 〔ホームページURL〕 http://www.shimakyogo.jp/

本欄は、異動届が提出された方で、了承された方のみ掲載しています。

あ
と
が
き

明けましておめでとうございます。
  会員の皆様、ご家族の皆様には

お健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
　本年も会員の皆様に、より充実した内容の退職互助だよりを

お届けできるよう努めてまいりますので、
よろしくお願い申し上げます。

退
職
者
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
事
業
の

請
求
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
事
業
は
、
健
康
づ
く
り

や
文
化
活
動
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
経
費

に
つ
い
て
年
度
一
回
に
限
り
、
三
千
円
を
上
限

に
助
成
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
す
。
助
成
金
の

申
請
は
年
齢
に
よ
る
制
限
は
な
く
、
退
職
互
助

事
業
に
加
入
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
方
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
九
年
度
の
請
求
の
締
切
は
、
四
月
二

日
（
月
）
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ぜ
ひ
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
の
際
に
は
領
収
書
や
施
設
入
場

券
の
半
券
等
の
証
拠
書
類
を
添
付
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
領
収
書
の
記
載
が
金
額
の
み
で
、
名
前
や

領
収
の
内
容
が
不
明
な
場
合

○
領
収
書
が
な
く
、
レ
シ
ー
ト
の
み
の
場
合

○
施
設
入
場
券
の
半
券
な
ど
で
印
字
が
不
鮮

明
な
場
合
、
ま
た
は
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合

施
設
入
場
券
の
半
券
な
ど
で
料
金
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
料
金
の
記
載
が
あ
る
チ

ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
か
、
内
容

が
明
確
な
領
収
書
等
を
準
備
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
活
動
の
内
容
が
明
確
に
分
か

る
よ
う
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

謹んでご冥福をお祈りいたします
花田　香子  様 （出雲市） 22.  7.  6（79歳）
髙井　雅敏  様 （隠岐の島町） 28.12.30（74歳）
安田　道子  様 （大田市） 29.  1.30（93歳）
加藤　　榮  様 （松江市） 29.  2.  5（83歳）
勝部　嘉己  様 （松江市） 29.  3.  8（87歳）
安部　英輔  様 （松江市） 29.  6.12（81歳）
北條　睦子  様 （松江市） 29.  6.17（84歳）
高井　靖彦  様 （江津市） 29.  7.12（75歳）
池田ミキ子  様 （出雲市） 29.  7.14（87歳）
恩田　　瑛  様 （安来市） 29.  7.25（83歳）
山形弥寿子  様 （米子市） 29.  8.  2（95歳）
安部　照夫  様 （松江市） 29.  8.29（84歳）
山東　信子  様 （浜田市） 29.  9.  6（93歳）
齋藤　　弘  様 （益田市） 29.  9.11（93歳）
渡部喜美子  様 （江津市） 29.  9.14（95歳）
宍道シナ子  様 （松江市） 29.  9.16（86歳）
佐々木　茂  様 （浜田市） 29.  9.24（88歳）
山崎　　推  様 （出雲市） 29.  9.24（87歳）
松岡　清明  様 （松江市） 29.  9.24（86歳）
北野　静男  様 （江津市） 29.  9.27（80歳）

恩智美寿子  様 （江津市） 29.  9.29（89歳）
林　　松栄  様 （松江市） 29.  9.29（85歳）
山﨑惠美子  様 （出雲市） 29.10.  7（84歳）
橋本　桂子  様 （益田市） 29.10.  8（83歳）
佐々木泰子  様 （大田市） 29.10.10（90歳）
黒目　明男  様 （出雲市） 29.10.19（79歳）
今岡　定雄  様 （松江市） 29.10.21（99歳）
大森　延子  様 （安来市） 29.10.21（89歳）
船木　　進  様 （浜田市） 29.10.21（62歳）
吉田　正英  様 （松江市） 29.10.23（88歳）
田中　順子  様 （益田市） 29.10.23（66歳）
小畠　洋一  様 （浜田市） 29.10.27（59歳）
福原　　勉  様 （益田市） 29.10.28（91歳）
柴田　　悟  様 （益田市） 29.10.30（91歳）
安部　健一  様 （松江市） 29.10.31（82歳）
吉田　　精  様 （出雲市） 29.11.  1（87歳）
高見　和子  様 （出雲市） 29.11.  1（78歳）
中村　　智  様 （浜田市） 29.11.  9（92歳）
永井　律夫  様 （松江市） 29.11.11（86歳）
中澤　四郎  様 （松江市） 29.11.12（102歳）

田中　　稔  様 （益田市） 29.11.12（82歳）
福田　福枝  様 （浜田市） 29.11.13（86歳）
桔梗　正孝  様 （出雲市） 29.11.14（83歳）
秦　　一良  様 （松江市） 29.11.15（66歳）
松本　敏雄  様 （松江市） 29.11.16（92歳）
松本満智子  様 （松江市） 29.11.20（90歳）
安立シズエ  様 （松江市） 29.11.24（101歳）
飯塚　幸子  様 （大田市） 29.11.27（86歳）
太田貴美子  様 （出雲市） 29.12.  3（85歳）
中村都美子  様 （大田市） 29.12.  8（88歳）
飯國　徹夫  様 （出雲市） 29.12.  8（83歳）
今岡　健壽  様 （出雲市） 29.12.10（66歳）
豊田　邦雄  様 （松江市） 29.12.15（80歳）
岡野　義則  様 （松江市） 29.12.16（94歳）
田部　栄子  様 （松江市） 29.12.18（89歳）
岡本　成基  様 （江津市） 29.12.20（75歳）
安部　惠治  様 （松江市） 29.12.21（92歳）
武田　弘子  様 （松江市） 29.12.24（82歳）
原田ヤエ子  様 （安来市） 29.12.28（90歳）
齋藤ルリ子  様 （吉賀町） 29.12.28（79歳）


